
昭和大学保健医療学雑誌 第 11 号 2013 

58 

 

原  著  論  文  

 

音 楽 聴 取 に よ る 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 へ の 影 響  

 

市 村 菜 奈 1 )    小 口 江 美 子 2 )   

 

1 )昭 和 大 学 保 健 医 療 学 部 看 護 学 科 4 年   

2 )昭 和 大 学 大 学 院 保 健 医 療 学 研 究 科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ ー ワ ー ド ： 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 値（ H b O 2）、 N I R S、音 楽 聴 取 、嗜 好  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要  旨  

 

音 楽 を 聴 取 す る こ と で 脳 血 流 に ど の よ う な 変 化 が 生 じ る の か 、近 赤 外 線

分 光 法 （ N I R S : n e a r - i n f r a r e d  s p e c t r o s c o p y） を 用 い 、 前 頭 部 か ら 側 頭 部

に か け て の 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン （ H b O 2） 濃 度 を 指 標 と し て 、 そ の 変 動 に

及 ぼ す 音 楽 刺 激 の 効 果 を 検 討 し た 。被 験 者 は 健 康 な 女 学 生 9 人（ 平 均 年 齢

2 2 . 1 歳 ）で 、使 用 し た 楽 曲 は『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 二 短 調  』『 ピ ア ノ 協 奏

曲 第 2 1 番 ハ 長 調 』『 歌 劇 カ ル メ ン 前 奏 曲  』『 ジ ム ノ ペ デ ィ  』 の 4 曲 で あ

る 。 被 験 者 は 実 験 開 始 後 3 0 秒 間 安 静 に 保 ち 、 各 楽 曲 を イ ヤ ホ ン で 2 分 間

聴 き 、 1 分 間 の 休 憩 を と っ た 。 そ れ を 交 互 に 繰 り 返 し 、 4 種 類 の 異 な る 楽

曲 を 聴 い た 。  

そ の 結 果 、『ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』、『ジ ム ノ ペ デ ィ 』の 聴 取 で は 脳 内 H b O 2

濃 度 が 増 加 し 、『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』、『 カ ル メ ン 』 聴 取 で は 脳 内 H b O 2 濃 度 が 減

尐 し て い た 。 楽 曲 聴 取 後 に 被 験 者 に 曲 の 感 想 や 好 み を 訊 い た と こ ろ 、『 ト

ッ カ ー タ と フ ー ガ 』『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 は 被 験 者 か ら 嫌 わ れ る 傾 向 に あ り 、

脳 内 H b O 2 濃 度 が 増 加 し た 。『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』『 カ ル メ ン 』 は 被 験 者 か ら 好

ま れ る 傾 向 に あ り 、 脳 内 H b O 2 濃 度 が 減 尐 し た 。  

こ の 結 果 か ら 、音 楽 の 嗜 好 に よ る 心 理 効 果 は 脳 血 流 を 変 動 さ せ る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。  

 

K e y  W o r d s： 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン （ H b O 2）、 近 赤 外 線 分 光 法 （ N I R S）、  

音 楽 聴 取 、 嗜 好  
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諸  言  

音 楽 聴 取 は 人 に 様 々 な 影 響 を

与 え る 。音 楽 療 法 の 場 面 で は 患 者

が あ る 音 楽 を 聴 取 し た こ と で 以

前 、そ の 曲 を 聴 取 し た と き の 場 所

や 空 間 、人 な ど を 思 い 起 こ す こ と

が 知 ら れ て い る 1 )。こ の こ と か ら

音 楽 を 聴 取 す る こ と で 人 は そ の

曲 に 関 す る 思 い 出 や エ ピ ソ ー ド

を 思 い 起 こ す こ と が で き る と 考

え ら れ る 。音 楽 聴 取 に よ る 人 へ の

影 響 は 過 去 の 事 象 の 想 起 の み な

ら ず 、感 情 に も 大 き く 影 響 を し て

い る 。唾 液 中 の コ ル チ ゾ ー ル 濃 度

を 指 標 と し た 研 究 で は 音 楽 聴 取

後 、有 意 に コ ル チ ゾ ー ル 濃 度 が 減

尐 し た こ と か ら 音 楽 聴 取 に よ り

ス ト レ ス が 軽 減 す る と 述 べ ら れ

て い る 2 )。ま た 、気 分 や 感 情 を 測

定 す る P O M S を 指 標 と し た 研 究 で

は 音 楽 聴 取 に よ り 「 緊 張 ‐ 不 安 」

で 有 意 な 減 尐 が み ら れ 、音 楽 聴 取

に は リ ラ ッ ク ス 効 果 が あ る と も

考 え ら え て い る 3 )。ま た 、喚 起 さ

れ た 不 快 感 情 は 音 楽 を 聴 取 す る

こ と で 低 減 す る 4 )と い う 報 告 も

あ る 。こ の よ う に 、音 楽 聴 取 に よ

り 人 は 様 々 な 影 響 を 受 け て お り 、

近 年 、様 々 な 指 標 を 用 い て 音 楽 聴

取 に よ る 効 果 が 研 究 さ れ て き た

が 、 N I R S を 用 い て の 脳 内 H b O 2 濃

度 を 指 標 と し た 音 楽 聴 取 に よ る

脳 血 流 の 変 化 に 関 す る 研 究 5 )に

つ い て は ま だ 報 告 が 尐 な い の が

現 状 で あ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、異 な る 音 楽

聴 取 に よ る 脳 血 流 へ の 影 響 に つ

い て 、 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン

（ H b O 2）濃 度 を 指 標 と し て そ の 変

動 を 測 定 し 検 討 し た 。  

方 法  

1 .対 象 者  

被 験 者 は 2 1～ 2 4 歳 の 女 子 大 学

生 ９ 名 で 平 均 年 齢 は 2 2 . 1 歳 で あ

る 。  

2 .研 究 場 所 と 研 究 期 間  

昭 和 大 学 長 津 田 校 舎 に て 2 0 1 2

年 6 月 か ら 7 月 に か け て 実 施 し た 。 

3 . H b O 2 の 測 定 装 置 と 方 法 (図 1 )  

脳 内 の H b O 2 濃 度 の 変 化 を 測 定  

す る 装 置 と し て は 、日 立 メ デ ィ コ

社 の N I R S ( E T G 4 0 0 0 )を 使 用 し た 。

脳 波 測 定 の 際 使 用 す る 1 0 - 2 0 法

に 準 じ て F p z を 基 準 に 3× 1 1 に プ

ロ ー ブ を 配 置 し た ホ ル ダ ー を 、前

頭 部 か ら 両 側 頭 部 を カ バ ー す る

よ う に 被 験 者 に 装 着 し た 。  
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そ れ ぞ れ の プ ロ ー ブ 間 の 距 離

は 3 c m で 、 発 光 部 と 受 光 部 の プ

ロ ー ブ を 使 用 し 、 全 5 2 チ ャ ン

ネ ル の 領 域 で 正 常 に 近 赤 外 線

を 受 光 で き る こ と を 確 認 し 実

験 を 開 始 し た 。 本 装 置 で 使 用 す

る 近 赤 外 線 の 波 長 は 6 9 5 n m と

8 3 0 n m の 2 波 長 で あ る が 、 我 々

は 脳 賦 活 を 反 映 す る 脳 血 流 の

指 標 と し て H b O 2 濃 度 変 化 に 着

目 し 、 H b O 2 濃 度 変 化 の 測 定 を

0 . 1 秒 間 隔 で 行 い 、 そ の 結 果 を

m M - m m と し て 記 録・保 存 し た 6 ）。  

本 実 験 で 使 用 し た 楽 曲 は『 ト ッ  

カ ー タ と フ ー ガ 二 短 調 /バ ッ ハ  』

『 ピ ア ノ 協 奏 曲 第 2 1 番 ハ 長 調 /

モ ー ツ ア ル ト 』『 歌 劇 カ ル メ ン 前

奏 曲 /ビ ゼ ー  』『 ジ ム ノ ペ デ ィ /

サ テ ィ  』 で あ る 。  

実 験 は 初 め の 3 0 秒 間 の 安 静

( Q u i e t )、 そ の 後 2 分 間 の M u s i c  

A (ト ッ カ ー タ と フ ー ガ  二 短 調 )、 

1 分 間 の 安 静（ R e s t） 1、 2 分 間 の

M u s i c  B (ピ ア ノ 協 奏 曲 第 2 1 番 ハ

長 調 )、 1 分 間 の 安 静 （ R e s t） 2、

2 分 間 の M u s i c  C（ 歌 劇 カ ル メ ン

前 奏 曲 ）、1 分 間 の 安 静（ R e s t）3、

2 分 間 の M u s i c  D (ジ ム ノ ペ デ ィ )、

1 分 間 の 安 静 （ R e s t） 4 と い う 流

れ で 行 っ た 。『 ト ッ カ ー タ と フ ー

ガ 』『 カ ル メ ン 』『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』

は そ れ ぞ れ 曲 開 始 後 2 分 間 の 聴

取 と し た が 、『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 に

関 し て は よ り ピ ア ノ の 音 に 特 徴

の あ る 曲 開 始 1 分 4 5 秒 後 よ り 2

分 間 の 聴 取 と し た 。各 曲 は パ ソ コ

ン の 音 楽 再 生 ソ フ ト i T u n e s で 再

生 し 、 被 験 者 は イ ヤ ホ ン

( M D R - E X 3 5 L P： S O N Y） を 通 し て 音

楽 を 聴 取 し た 。  

各 音 楽 聴 取 開 始 1 0 秒 前 、各 音 楽

聴 取 3 0 秒 後 、 6 0 秒 後 、 9 0 秒 後 、

1 1 0 秒 後 に 脳 内 H b O 2 濃 度 を 測 定

し 、全 実 験 時 間 は 1 2 分 3 0 秒 間 と

し た 。ま た 、実 験 終 了 後 に は 各 楽

曲 に 対 す る 好 み や 感 想 、印 象 な ど

に つ い て 被 験 者 に 訊 き 、曲 の 好 み

順 に 1 位 を 4 点 、 2 位 を 3 点 、 3

位 を 2 点 、4 位 を 1 点 と 点 数 を つ

け 数 値 化 し た 。  
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図 3 :『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 聴 取 時 の 脳 内 H b O 2 濃 度 の 変 動  

 

 

 

 

図 ４ :ジ ム ノ ペ デ ィ 聴 取 時 の 脳 内 H b O 2 濃 度 の 変 動  
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 図 6：『 ﾄｯ ｶ ｰ ﾀと ﾌ ｰ ｶ ﾞ』 と 『 ｶ ﾙ ﾒ ﾝ』 聴 取 1 1 0 秒 後 の 脳 内 H b O 2 濃 度 の 比 較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7：『 ｶﾙ ﾒ ﾝ』 と 『 ｼ ﾞ ﾑ ﾉ ﾍ ﾟ ﾃ ﾞ ｨ』 聴 取 1 1 0 秒 後 の 脳 内 H b O 2 濃 度 の 比 較  
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4 ． 統 計 処 理  

実 験 に よ り 得 ら れ た デ ー タ の 統

計 処 理 手 法 と し て W i l c o x o n の 順

位 和 検 定 を 用 い 評 価 し た 。  

5 ． 倫 理 的 配 慮  

被 験 者 に は 事 前 に 研 究 目 的 や

方 法 、 プ ラ イ バ シ ー の 保 護 に つ

い て 口 頭 で 説 明 し 、 同 意 を 得 た

う え で 実 験 を 行 っ た 。  

結  果  

実 験 開 始 前 の 各 被 験 者 の 安 静

時 ( Q u i e t ) の H b O 2 濃 度 を 基 準 値

( 0 )と し 、 そ れ ぞ れ の 曲 聴 取 時 の

被 験 者 9 人 の 脳 内 H b O 2 濃 度 の 経

時 的 変 動 を 測 定 し た 。『 ト ッ カ ー

タ と フ ー ガ 』『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 で

は 聴 取 後 に H b O 2 濃 度 が 増 加 し た

が 、『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 と 『 カ ル メ

ン 』 で は 聴 取 後 に H b O 2 濃 度 が 減

尐 し た (図 2 )。  

各 曲 を 聴 取 し た と き の 脳 内

H b O 2 濃 度 の 経 時 的 変 動 を 分 析 し

た と こ ろ 、『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』で は 、

聴 取 3 0 秒 後 に お い て 、 脳 内 H b O 2

濃 度 は 聴 取 前 に 比 べ て 有 意 に

（ P = 0 . 0 0 8 ）減 尐 し た 。同 じ く『 ピ

ア ノ 協 奏 曲 』 の 聴 取 1 1 0 秒 後 に

お い て 、 脳 内 H b O 2 濃 度 は 聴 取 9 0

秒 後 に 比 べ て 有 意 に （ P = 0 . 0 2 8 ）

に 減 尐 し た （ 図 3 ）。 ま た 『 ジ ム

ノ ペ デ ィ 』 で は 、 聴 取 3 0 秒 後 に

お い て 、 脳 内 H b O 2 濃 度 は 聴 取 前

に 比 べ て 有 意 に （ P = 0 . 0 3 8 ） 減 尐

し た （ 図 4）。  

異 な る 楽 曲 聴 取 に よ る 脳 内

H b O 2 濃 度 の 変 動 を 比 較 し た と こ

ろ 、『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』 聴 取

9 0 秒 後 に は 脳 内 H b O 2 濃 度 が 増 加

し た 。 一 方 で 、『 カ ル メ ン 』 聴 取

9 0 秒 後 に は 脳 内 H b O 2 濃 度 が 減 尐

し て お り 、 そ の ２ 楽 曲 間 に は 有

意 差 ( P = 0 . 0 3 8 ) が 認 め ら れ（ 図 5）、

さ ら に 、 聴 取 1 1 0 秒 後 に お い て

も 、『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』 聴 取

に よ り 脳 内 H b O 2 濃 度 は 増 加 、『カ

ル メ ン 』 聴 取 に よ り 脳 内 H b O 2 濃

度 は 減 尐 し 、 ほ ぼ 有 意 に 近 い

( P = 0 . 0 5 1 ) 差 が 認 め ら れ た（ 図 6）。

ま た 『 カ ル メ ン 』 と 『 ジ ム ノ ペ

デ ィ 』聴 取 1 1 0 秒 後 に お い て『 カ

ル メ ン 』 で は 脳 内 H b O 2 濃 度 は 減

尐 し 、『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 で は 脳 内

H b O 2 濃 度 が 増 加 し て お り 、 そ の

２ 楽 曲 間 で 有 意 差 （ P = 0 . 0 1 5 ） が

あ っ た (図 7 )。  

楽 曲 聴 取 後 の 被 験 者 の 感 想 で は

『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』で は「 怖

い 」「 暗 い 」、『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 で

は 「 落 ち 着 い た 」「 リ ラ ッ ク ス で

き た 」『 カ ル メ ン 』 で は 「 ワ ク ワ

ク し た 」「 楽 し い 」、『 ジ ム ノ ペ デ

ィ 』 で は 「 淋 し い 」「 暗 い 」 な ど

の 感 想 が 聞 か れ た 。 さ ら に 、 被

験 者 全 員 に 聴 い た 曲 の 好 み 順 位

よ り 『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 と 『 カ ル

メ ン 』 が 好 ま れ て お り 、『 ト ッ カ

ー タ と フ ー ガ 』『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』

は 好 ま れ て い な か っ た （ 表 １ ）。 

考  察  

今 回 の 実 験 に 当 た り 、 聴 取 用

楽 曲 は 、『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』

と 『 カ ル メ ン 』 は 聴 取 に よ り 恐

怖 心 を 抱 く 、 気 分 が 高 揚 す る な

ど し て リ ラ ッ ク ス で き ず 脳 内

H b O 2 濃 度 が 増 加 し 、『 ピ ア ノ 協 奏

曲 』 と 『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 の 聴 取

で は リ ラ ッ ク ス し 、 脳 内 H b O 2 濃

度 が 減 尐 す る と 予 測 し そ れ ぞ れ

の 楽 曲 を 選 択 し た 。『 ト ッ カ ー タ

と フ ー ガ 』 の 聴 取 に よ り 脳 内

H b O 2 濃 度 は 増 加 し て い た 。  
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表 １ ： 被 験 者 の 感 想  

こ れ は 、 音 楽 を 聴 取 し た こ と

で 脳 の 神 経 細 胞 の 働 き が よ り 活  

発 に な り 酸 素 の 消 費 量 が 増 え 、

そ れ を 補 う た め 酸 素 の 供 給 量 増

加 を 必 要 と し 脳 血 流 が 増 加 し た

も の と 考 え ら れ る 。 聴 取 後 の 被

験 者 か ら は 「 怖 い 」「 暗 い 感 じ が

し た 」 等 の 感 想 が 多 く 聞 か れ 、

著 者 ら の 予 測 と 一 致 し た 。 遠 く

に い る 人 を 大 声 で 呼 ぶ こ と を イ

メ ー ジ す る 、 暗 算 を す る と い っ

た 精 神 を 集 中 さ せ る 課 題 を 実 施

し た と こ ろ 脳 内 H b O 2 濃 度 は 増 加

し 、 清 流 の 流 れ る 山 中 を 映 し た

映 像 を 見 な が ら 、 川 の せ せ ら ぎ

音 を 聞 く リ ラ ッ ク ス 状 況 を 与 え

た 状 態 で は 脳 内 H b O 2 濃 度 は 減 尐

し て い た と い う 尾 形 ら の 報 告 7 )

や 、 音 楽 の 受 動 聴 取 に よ り リ ラ

ッ ク ス 状 態 に な っ た 被 験 者 の 脳

内 H b O 2 濃 度 は 減 尐 し た と い う 下

茂 ら の 報 告 8 ) が あ る が 、 こ れ ら

の 研 究 か ら 、 リ ラ ッ ク ス す る こ

と で 脳 内 H b O 2 濃 度 が 減 尐 す る と

考 え ら れ る 。 こ の 『 ト ッ カ ー タ

と フ ー ガ 』 に は パ イ プ オ ル ガ ン

が 使 用 さ れ て お り 、 冒 頭 か ら 強

い 音 調 で 演 奏 さ れ る 。 そ の 音 や

不 可 解 な メ ロ デ ィ ー を 聴 取 し た

こ と に よ り 被 験 者 は 恐 怖 心 を 抱

き 、 リ ラ ッ ク ス 効 果 を 得 る こ と

が で き な か っ た た め 、 脳 内 H b O 2

濃 度 が 増 加 し た と 考 え ら れ る 。  

一 方 で 『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』 の 聴

取 で は 脳 内 H b O 2 濃 度 は 減 尐 し て

い た 。 脳 の 神 経 細 胞 の 活 動 が 沈

静 化 し 、 酸 素 消 費 量 が 減 尐 し た

た め 脳 血 流 量 が 減 尐 し た と 考 え

ら れ る 。ま た 、被 験 者 か ら は「 落

ち 着 い た 」 と の 感 想 が あ っ た 。

今 回 の 実 験 に お い て 被 験 者 が 聴

取 し た 部 分 は 主 に ピ ア ノ 演 奏 で

構 成 さ れ 、 曲 調 は ゆ っ く り と し 、

メ ロ デ ィ ー は な め ら か で あ る 。

リ ラ ッ ク ス 状 況 を 与 え た と こ ろ

脳 内 H b O 2 濃 度 が 減 尐 し た と い う

前 述 の 報 告 7 ) よ り 、被 験 者 は『 ピ

ア ノ 協 奏 曲 』 を 聴 取 し 、 リ ラ ッ

ク ス す る こ と が で き た た め 脳 内

血 流 量 が 減 尐 し た と 考 え ら れ る 。 

『 カ ル メ ン 』 の 聴 取 で は 脳 内

H b O 2 濃 度 が 減 尐 し て い た 。 実 験

後 の 被 験 者 の 感 想 で は 「 ワ ク ワ

ク し た 」「 楽 し い 」 と い っ た 感 想

が 聞 か れ た 。 こ の 曲 は テ ン ポ が

速 く 、 演 奏 中 に シ ン バ ル 音 が 入

る た め 被 験 者 の 気 持 ち が 高 揚 し 、

リ ラ ッ ク ス で き ず に 脳 内 H b O 2 濃

 ﾄ ｯ ｶ ｰ ﾀ と ﾌ ｰ ｶ ﾞ  ピ ア ノ 協 奏 曲  カ ル メ ン  ジ ム ノ ペデ ィ  

# 1  終 わ っ て 欲 し か っ た  落 ち 着 い た  リ ラ ッ ク ス し た  淋 し い 感 じ が し た  

# 2  怖 い 、 緊 張 し た  リ ラ ッ ク ス し た  ワ ク ワ ク し た  知 っ て い る 曲 だ っ た  

# 3  イ ラ イ ラ し た  落 ち 着 い た  歩 き た く な っ た  リ ラ ッ ク ス で き た  

# 4  聴 い た こ と あ る 曲  こ の 曲 は 一 番 嫌 い  楽 し い 感 じ  リ ラ ッ ク ス し た  

# 5  落 ち 着 か な い  リ ラ ッ ク ス で き た  知 っ て い る 曲  淋 し い 感 じ が し た  

# 6  こ の 曲 は 一 番 好 き  落 ち 着 い た  知 っ て い る 曲 だ っ た  和 音 や 響 き が 苦 手  

# 7  暗 い 感 じ が し た  幸 せ な 感 じ だ っ た  曲 に の っ た  ゆ っ た り し て い た  

# 8  怖 い 感 じ が し た  眠 く な る 感 じ  楽 し い 曲 だ っ た  淋 し い 感 じ が し た  

# 9  嫌 い で は な い  落 ち 着 く  楽 し い 感 じ が し た  悲 し い 感 じ が し た  

合 計  １ ７  ２ ９  ２ ７  １ ７  
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度 は 増 加 す る と 予 測 し た が 、 聴

取 者 の 楽 曲 に 対 す る 好 感 情 に よ

り 、 脳 内 H b O 2 濃 度 は 予 想 に 反 し

減 尐 し た 。  

ま た 、『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 聴 取 で

は 脳 内 H b O 2 濃 度 が 増 加 し て お り

被 験 者 か ら は 「 淋 し い 」「 暗 い 」

と い っ た 感 想 が 聞 か れ て い た 。

こ の 曲 は ゆ っ た り と し た 曲 調 で

あ る た め 、 聴 取 に よ り リ ラ ッ ク

ス し 、 脳 内 H b O 2 濃 度 が 減 尐 す る

と 予 測 し た が 、 脳 内 H b O 2 濃 度 は

予 想 に 反 し 時 間 の 経 過 と と も に

増 加 し た 。「 淋 し い 」「 暗 い 」 と

い う 感 想 は 、 被 験 者 が こ の 音 楽

を 快 と は 感 じ て い な い こ と を 反

映 し 、 被 験 者 は リ ラ ッ ク ス せ ず 、

不 安 感 や 緊 張 感 か ら 楽 曲 を 受 け

入 れ ら れ な い も の と し て 集 中 し

て 判 別 し た た め に 脳 内 H b O 2 濃 度

が 増 加 し た も の と 考 え ら れ る 。  

本 研 究 で は 『 ピ ア ノ 協 奏 曲 』

と 『 カ ル メ ン 』 は 被 験 者 か ら 好

ま れ 、『 ト ッ カ ー タ と フ ー ガ 』『 ジ

ム ノ ペ デ ィ 』 は 被 験 者 か ら 好 ま

れ て い な か っ た 。 そ し て 『 ピ ア

ノ 協 奏 曲 』 や 『 カ ル メ ン 』 を 聴

取 し た 時 に は ど ち ら も 脳 内 H b O 2

濃 度 の 減 尐 が 見 ら れ 、『 ト ッ カ ー

タ と フ ー ガ 』 や 『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』

を 聴 取 し た 時 に は 脳 内 H b O 2 濃 度

が 増 加 し た 。 佐 藤 ら 9 ) は 嗜 好 に

合 っ た 音 楽 を 聴 取 す る こ と で 不

安 が 軽 減 す る と 報 告 し 、 寺 口 ら

1 0 ) の 心 電 図 を 用 い た 研 究 で は 、

被 験 者 に と っ て 快 な 音 楽 を 聴 取

す る と 副 交 感 神 経 が 高 く な り 、

不 快 な 音 楽 を 聴 取 す る こ と で 交

感 神 経 が 高 く な る と の 報 告 が さ

れ て い る 。 副 交 感 神 経 は リ ラ ッ

ク ス し て い る と き に 優 位 に な る

こ と か ら 、 聴 取 者 の 嗜 好 に 合 う

楽 曲 を 聴 取 す る と リ ラ ッ ク ス し

て 脳 血 流 は 減 尐 し 、 そ れ を 反 映

し て 脳 内 H b O 2 濃 度 は 減 尐 し た も

の と 思 わ れ る 。 ま た 、 聴 取 者 の

嗜 好 に 合 わ な い 楽 曲 を 聴 取 す る

と 不 快 感 や 緊 張 感 を 脳 が 判 別 し

て 先 ず 脳 血 流 が 増 加 し 、 そ れ を

反 映 し て 脳 内 H b O 2 濃 度 は 増 加 、

同 時 に 逃 避 行 動 が 惹 起 さ れ 交 感

神 経 が 優 位 に な っ た も の と 思 わ

れ る 1 1 ）。  

吉 田 ら の 研 究 1 2 ) に よ る と 2 0

代 は j - p o p や ロ ッ ク 、 洋 楽 と い

っ た 曲 を 好 む と い う 報 告 が あ る

が 、 本 研 究 の 被 験 者 は 2 0 代 で あ

っ た た め 、 ロ ッ ク や j - p o p の 曲

調 に 近 い 軽 快 な 『 カ ル メ ン 』 が

好 ま れ 、 聴 取 に よ り リ ラ ッ ク ス

し て 脳 血 流 量 が 減 尐 し た と 思 わ

れ る 。『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 は 楽 曲 全

体 の 約 4 1％ に お い て 同 一 の 和 音

が 反 復 1 3 ) さ れ て い る こ と か ら 曲

調 に 大 き な 変 動 が な く 、 テ ン ポ

が ゆ る や か な た め 、 2 0 代 の 嗜 好

1 2 ) に 合 わ な か っ た と 考 え ら れ る 。

そ の た め に 『 ジ ム ノ ペ デ ィ 』 を

聴 取 し 初 め は 変 動 の な い ゆ っ く

り と し た 曲 調 で リ ラ ッ ク ス で き

て い た が 、 2 0 代 の 被 験 者 は そ の

メ ロ デ ィ ー の 単 調 さ と テ ン ポ の

遅 さ に 飽 き て 次 第 に 我 慢 で き ず

に リ ラ ッ ク ス で き な く な り 、 脳

血 流 量 が 増 加 し た も の と 思 わ れ

る 。  

音 楽 を 臨 床 や 生 活 の 場 で 効 果 的

に 活 用 す る た め に は 、 対 象 と な

る 聴 取 者 の 世 代 や 文 化 的 な 背 景

を 考 慮 し 嗜 好 を 配 慮 し た 上 で 、

目 的 に 合 う 音 楽 を 選 択 し て 用 い

る こ と が 大 切 で あ る と 思 わ れ る 。 
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結 論  

嗜 好 に 合 う 曲 を 聴 取 す る こ と で

脳 内 H b O 2 濃 度 は 減 尐 し 、 嗜 好 に 合

わ な い 曲 を 聴 取 す る こ と で 脳 内

H b O 2 濃 度 は 増 加 し た と い う 結 果 よ

り 、嗜 好 に 合 う 曲 を 聴 取 す る と リ ラ

ッ ク ス し て 脳 血 流 量 が 減 尐 し 、嗜 好

に 合 わ な い 曲 を 聴 取 す る と 不 快 さ

か ら リ ラ ッ ク ス で き ず に 脳 血 流 量

が 増 加 す る と い う 結 果 を 得 た 。以 上

の こ と よ り 音 楽 の 嗜 好 が 脳 血 流 量

の 変 動 に 影 響 し て い る こ と が 示 唆

さ れ た 。  
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学 研 究 3 , 2 5 - 3 0 , 2 0 1 0 .  

1 0 )寺 口 佐 與 子 ,谷 田 恵 子 ： 嗜 好 の  

異 な る 音 楽 が 副 交 感 神 経 活 動  

に 及 ぼ す 影 響 ,京 都 大 学 医 療 技  

術 短 期 大 学 部 紀 要 , 2 3 , 5 1 - 5 9 ,  

2 0 0 3 .  

1 1 )森 彩 香 、 安 部 聡 子 、 浅 野 和 仁  

他 ： 香 り の 脳 内 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ  

ン 濃 度 へ の 影 響 ,昭 和 大 学 保 健  

医 療 学 雑 誌 , 9 , 5 3 - 5 7 , 2 0 1 2 .  

1 2 )吉 田 菜 穂 ,長 峯 卓 哉 :学 生 と 両  

親 に よ る 「 な じ み の 曲 」 の ジ ャ  

ン ル に つ い て の 世 代 間 差 の 分  

析 ,長 崎 県 看 護 学 会 誌 , 8 ( 1 ) , 1 5  

- 2 2 , 2 0 1 2 .  

1 3 )青 柳 謙 二 :サ テ ィ の < ｼ ﾞ ﾑ ﾉ ﾍ ﾟ ﾃ ﾞ  

ｨ第 1 番 >の 受 容 に つ い て ,下 関 女

子 短 期 大 学 , 3 , 5 9 - 7 2 , 1 9 8 4 .
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I n f l u e n c e  o f  l i s t e n i n g  t o  d i f f e re n t  k i n d  o f  c l a s s i c  m u s i c  o n  t h e  

c h a n g e s  i n  o x y h e m o g l o b i n  c o n c e n t r a t i o n  i n  b r a i n  

 

N a n a  I c h i m u r a
1 )

,  E m i k o  O g u c h i
2 )  

 

1 )  D e p a r t m e n t  o f  N u r s i n g ,  S c h o o l  o f  N u r s i n g  a n d  R e h a b i l i t a t i o n  

S c i e n c e s ,  S h o w a  U n i v e r s i t y  

2 )  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  N u r s i n g  a n d  R e h a b i l i t a t i o n  S c i e n c e s ,  

S h o w a  U n i v e r s i t y  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A b s t r a c t  

 

We  m e a s u r e d  c h a n g e s  i n  t h e  c o n c e n t r a t i o n  o f  

o x y h e m o g l o b i n ( H b O 2 )  i n d u c e d  b y  l i s t e n i n g  t o  d i f f e r e n t  k i n d  o f   

c l a s s i c  m u s i c  i n  t h e  b i l a t e r a l  p r e f r o n t a l  c o r t e x   o f  h e a l t h y  9  

v o l u n t e e r s  ( m e a n  a g e  o f  2 2 . 1  y e a r s  o l d  ) ,  u s i n g  o p t i c a l  t o p o g r a p h y  

d e v i c e  ( N I R S : n e a r - i n f r a r e d  s p e c t r o s c o p y ) .  

T h e  m u s i c  n u m b e r s  u s e d  a r e  4  p i e c e s  o f  ' To c c a t a  a n d  f u g u e  D  

m i n o r ' ,  '  P i a n o  c o n c e r t o  t h e  2 1 s t  C  m a j o r ' ,  ' O p e r a  C a r m e n  p r e l u d e ' ,  

a n d  ' J i m u n o p e d e i ' .  

T h e  p r e s e n t a t i o n  t i m e  o f  t h e  m u s i c  i s  1 2 0  s e c o n d s  r e s p e c t i v e l y,  a n d  

a t  t h e  c h a n g e  o f  t h e  m u s i c ,  s i x t y  s e c o n d s  i n t e r v a l  w a s  t a k e n .  

A s  a  r e s u l t ,  i n t r a c r a n i a l  H b O 2  c o n c e n t r a t i o n  w a s  i n c r e a s e d  b y  

l i s t e n i n g  t o  ' To c c a t a  a n d  f u g u e '  a n d  ' J i m u n o p e d e i '  a n d  i n t r a c r a n i a l  

H b O 2  c o n c e n t r a t i o n  w a s  d e c r e a s e d  b y  l i s t e n i n g  t o  ' P i a n o  c o n c e r t o '  

' C a r m e n ' .  

R e s e a r c h  s u b j e c t s  w e r e  a s k e d  a b o u t  i m p r e s s i o n  a n d  t h e  p r e f e r e n c e  

o f  t h o s e  m u s i c  n u m b e r s  t o  f i n d  o u t  ' To c c a t a  a n d  f u g u e '  a n d  

' J i m u n o p e d e i '  a r e  t e n d e d  t o  b e  d i s l i k e d  f o r  t h e  r e s e a r c h  s u b j e c t s  t h a t  

m a d e  i n t r a c r a n i a l  H b O 2  c o n c e n t r a t i o n  i n c r e a s e d .  

' P i a n o  c o n c e r t o '  a n d  ' C a r m e n '  t e n d e d  t o  b e  f a v o r a b l e  f o r  t h e  r e s e a r c h  

s u b j e c t s  t h a t  m a d e  i n t r a c r a n i a l  H b O 2  c o n c e n t r a t i o n  d e c r e a s e d .  

F r o m  t h e s e  r e s u l t s  s o m e  p o s s i b i l i t y  t h a t  p s y c h o l o g i c a l  e f f e c t  w i t h  

t h e  p r e f e r e n c e  o f  t h e  m u s i c  m a k e s  t h e  c e r e b r a l  b l o o d  f l o w  c h a n g e  

w a s  s u g g e s t e d .  

 

K e y  Wo r d s :  o x y h e m o g l o b i n ( H b O 2 ) ,  n e a r - i n f r a r e d  s p e c t r o s c o p y  

( N I R S ) ,  m u s i c ,  p r e f e r e n c e  

 


